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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 

 本研究は、発達期および成熟期のネコの大脳皮質一次視覚野を薬理学的に抑制した状態

で、片眼の視覚遮断を行い、視覚野ニューロンの眼優位可塑性と、視床外側膝状体から視

覚野への入力軸索の形態変化を観察したものである。その結果、薬理学的に抑制した視覚

皮質に見られる逆向きの経験依存的眼優位可塑性は、機能的にも形態的にも生後発達の臨

界期の後期にのみ発現することがわかった。本論文の内容は、皮質ニューロンの機能が発

達した後に、不要な神経回路が淘汰され、回路機能が固定されるという大脳皮質の成熟過

程を示唆するものであり、発達神経科学の分野において明らかに学術水準を高めたものと

認める。 

 


